
独立行政法人 地域医療機能推進機構

Japan Community Health care Organization

「ジェイコー」 と 呼んで（読んで）ください。



東日本地区２０病院
（東北４病院・関東１６病院）



全国規模の病院グループ

平成２６年４月、全国の

４７ 社会保険病院 ７ 厚生年金病院 ３ 船員保険病院

を統合し、新しい独立行政法人として発足した公的病院グループです。

東日本では、

１６ 社会保険病院 ２ 厚生年金病院 ２ 船員保険病院

が移行しました。



57 病院

26 老健
40 訪問看護

全国

20 病院

8 老健
7 訪問看護

東日本

全国規模の病院グループ

1 研修センター

1 研修センター



東北の病院

１．仙台病院

２．仙台南病院

３．秋田病院

４．二本松病院



関東の病院 １．うつのみや病院
２．群馬中央病院
３．さいたま北部医療

センター
４．埼玉メディカル

センター
５．千葉病院
６．船橋中央病院
７．東京高輪病院
８．東京新宿メディカル

センター
９．東京山手メディカル

センター
10．東京城東病院
11．東京蒲田医療センター

12．横浜中央病院
13．横浜保土ヶ谷中央病院
14．相模野病院
15．湯河原病院
16．山梨病院

山梨県



東京山手メディカルセンター
社会保険中央総合病院



埼玉メディカルセンター
埼玉社会保険病院



東京新宿メディカルセンター
東京厚生年金病院



東京高輪病院
せんぽ東京高輪病院



仙台病院
仙台社会保険病院



地域医療を支えます
高齢化社会が迫っています（2025年には、75歳以上の高齢者人口が全体
の25％以上になります）。

これまでの「急性期～慢性期～ターミナル」といった医療だけでは、高
齢化による医療ニーズに応えられなくなります。

これからは、がんや心臓疾患等の医療に加え、認知症等の高齢者が抱え
る医療・介護の問題に答えて行かなければなりません。

そのため、訪問診療・訪問看護や、在宅医療、介護老人保健施設等への
円滑な入退所等をスムーズに組み合わせて、居住する地域でシームレス
に完結する医療が求められています。

そうした医療ニーズの変化への政策としての答えが「地域包括ケア」の
推進であり、新しく発足した私たちJCHOです。



予防医療から、急性期医療～回復期リハビリ～在宅看護～看取りまで、
高齢化社会で求められる「地域完結型の医療・介護の提供」がグループ
全体ですべて対応可能です。

JCHOの特徴

各病院が、健康管理センター・介護老人保健施設・訪問看護ステーション
等の附属の施設をもっています。

急性期から慢性期まで、診療機能・特徴の異なる病院がグループ内に
あり全国展開しています。

地域連絡協議会等を通じて、近隣のクリニックや訪問看護ステーション、
消防等とも連携しています。



地域包括ケア→在宅

急性期→回復期：５事業５疾病

【５事業】
救急医療・災害医療・へき地医療・周産期医療・小児医療

予防医学

【５疾病】
がん、脳卒中、急性心筋梗塞、糖尿病、精神疾患

健康管理センター 生活習慣病、特定保健指導など

ICU・HCC・周産期医療・総合診療科
回復期リハ病棟・緩和ケア病棟

介護老人保健施設・地域包括ケア病棟
訪問看護ステーション



＊救急救命センター ＊小児医療

＊周産期医療センター ＊災害医療

＊透析センター ＊精神科

急性期

ICU・HCU

周産期医療

総合診療

医療と介護の地域連携

訪問看護ステーション

地域包括ケア

介護老人保健施設

専門分野

精神科、小児科

がん治療、透析センター

回復期リハビリテーション

緩和ケア

予防

健康管理センター

さまざまなサービス

船橋中央
東京新宿MC
東京山手MC

仙台
うつのみや
湯河原

うつのみや、群馬中央
埼玉MC、さいたま北部

千葉、東京城東、保土ヶ谷、
仙台南、秋田、二本松



健康管理センター

病気の予防

疾病の早期発見



訪問看護ステーション

在宅医療のキーパーソン
患者さんの家族構成や生活環境

を踏まえたうえで、
その人らしい暮らしを支援



介護老人保健施設

介護中心の職場で専門性を活かす
利用者と向き合う魅力
安全な介護と医療の提供



地域に向けた活動

保健指導・健康相談
地域協議会の開催
医師会との協力
まちの保健室
無料健康相談





ＪＣＨＯ関東管内の薬剤師数

計 男性 男性割合 女性 女性割合

薬剤部（科）長 11 ７ 63.6％ ４ 36.4％

副薬剤部（科）長 9 3 33.3％ 6 66.7％

主任薬剤師 32 18 56.2％ 14 43.8％

薬剤師 146 49 33.6％ 97 66.4％

合 計 198 77 38.9％ 121 61.1％

ＪＣＨＯ関東管内病院には、関東地区の薬科大学の卒業生が多数勤務しています。

一緒にＪＣＨＯ薬剤師として働きましょう！！

平成２８年１０月現在



ＪＣＨＯ東北管内の薬剤師数

計 男性 男性割合 女性 女性割合

薬剤部（科）長 4 3 75.0％ 1 25.0％

副薬剤部（科）長 1 1 100％ 0 0.0％

主任薬剤師 7 2 28.6％ 5 71.4％

薬剤師 21 8 38.1％ 13 61.9％

合 計 33 14 42.4％ 19 57.6％

ＪＣＨＯ東北管内病院には、東北地区の薬科大学の卒業生が多数勤務しています。

一緒にＪＣＨＯ薬剤師として働きましょう！！

平成２８年１０月現在



学校名 関東 東北 計
慶應義塾大学 5 5
東京薬科大学 23 1 24
星薬科大学 12 12
明治薬科大学 19 1 20
日本大学 8 8
昭和大学 15 1 16
帝京大学 6 6
武蔵野大学 1 1
北里大学 13 13
帝京平成大学 6 6
昭和薬科大学 10 2 12
城西大学 15 15
日本薬科大学 2 2
千葉科学大学 1 1
東京理科大学 2 1 3
城西国際大学 3 3
東邦大学 22 22
横浜薬科大学 4 4
高崎健康福祉大学 4 4
国際医療福祉大学 3 3

学校名 関東 東北 計
東北医科薬科大学 5 24 29
岩手医科大学 0
青森大学 1 1
北陸大学 3 3
名城大学 1 1
北海道医療大学 3 3
金沢大学 1 1
富山大学 1 1
岡山大学 1 1
同志社大学 1 1
神戸学院大学 1 1
摂南大学 1 1
九州大学 1 1
武庫川大学 1 1
県立静岡大学 1 1
奥羽大学 1 1
計 198 33 231

出身大学一覧（学部卒 28.10）



・調剤と鑑査

・持参薬の管理

患者さまが薬物療法を受ける際の有効性と安全性を確保
するため、医薬品の適正使用に努めています。

ＪＣＨＯの薬剤師-（1）

適正に管理された医薬品を用いて正確な調剤を行う。

医薬品に対する正しい知識と最新の情報に基づいて
処方を監査し、入院持参薬の管理を行う。



・医薬品管理

・注射薬の調剤

患者さまが薬物療法を受ける際の有効性と安全性を確保
するため、医薬品の適正使用に努めています。

ＪＣＨＯの薬剤師-（2）

院内で使用する医薬品の適正で効率的な管理と物流
システムを利用した各部署への安定供給を行う。

入院患者さまに対して毎日使用する注射薬を注射薬
処方せんに基づいて調剤する。



・院内製剤の調製

・抗がん剤の調製

患者さまが薬物療法を受ける際の有効性と安全性を確保
するため、医薬品の適正使用に努めています。

ＪＣＨＯの薬剤師-（3）

治療に必要であっても市販されていない内服薬や軟膏
などを医療現場のニーズに応えて院内調製する。

外来及び入院患者さま全員の抗がん注射薬は、処方
監査し、投与量と登録したプロトコールに合っている
ことを確認して混合調製し、供給する。



・医薬品情報管理

・服薬指導・病棟業務

患者さまが薬物療法を受ける際の有効性と安全性を確保
するため、医薬品の適正使用に努めています。

ＪＣＨＯの薬剤師-（4）

医薬品の有効性や副作用情報を収集して整理・保管し、
有効で安全な薬物療法が行われるように情報提供する。

患者さまが正しく服用できるように、そして副作用の
重篤化を防ぐために服薬指導と情報提供を行う。



・災害対策チーム （Ｄ-ＭＡＴ）
・感染対策チーム （ＩＣＴ）
・栄養サポートチーム （ＮＳＴ）
・緩和ケアチーム （ＰＣＴ）
・褥瘡対策チーム
・医療安全委員会（医薬品安全管理責任者）

上記チームへの、薬剤師の参加を！

様々な分野で薬剤師が活躍し

チーム医療に貢献！

ＪＣＨＯの薬剤師-（5）



・日本薬剤師会 研修センター認定薬剤師 22名
・医療薬学会 認定薬剤師 1名
・実務実習指導薬剤師 41名
・日本病院薬剤師会 感染制認定薬剤師 2名
・化学療法学会 抗菌化学療法認定薬剤師 3名
・がん薬物療法認定薬剤師 4名
・外来がん治療認定薬剤師 1名
・糖尿病療養指導士 16名
・栄養サポートチーム研修薬剤師 14名
・ＮＳＴ専門薬剤師 1名
・日本DMAT隊員登録薬剤師 2名
・スポーツファーマシスト 7名
・日本病院薬剤師会 生涯研修認定薬剤師 22名
・県病薬 生涯研修履修認定薬剤師 1名
・日本救急医学会認定 ＩＣＬＳコース修了薬剤師 1名

平成26年12月現在

ＪＣＨＯ薬剤師の専門・認定資格



新人

１～２年：
一般職員（調剤室、各部署ローテーション研修）

・病院薬剤師の基本業務（日当直・夜勤、各部署ローテーション、
抗がん剤無菌調整）の習得

・病棟業務（服薬指導、記録作成等）の習得

３～５年：
一般職員（各部署配属）

・一般薬剤業務の正確で迅速な対応、新人・学生への指導
・認定資格取得に向けた取り組み、研究、学会発表

６～10年：
一般職員～主任薬剤師

・チーム医療実践、医療安全、専門・認定資格取得

26～30年：薬剤部（科）長として病院運営に関与

１年

２年

３～
１５年

１５～
２５年

キャリアプランのモデル
11～25年：
主任～副薬剤部（科）長

・管理者として、部下の指導育成、他部門との連携



昇任について（今後の予定）

新
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長

５～６年目

最初の病院異動
（転勤）

以後数年おきに
異動をしながら
キャリアアップ

15～20年目 25年目～

①新採用＝１級
②免許所得後経験３年（大学６卒）以上で２級昇任対象
③その後、経験を積み主任（３級）昇任対象



病院へのアクセスがよく、仕事とプライベート
の両立ができます。
新宿MC 飯田橋徒歩5分
山手MC 新大久保徒歩5分
高輪 品川プリンス
横浜中央 中華街・元町
埼玉MC 大宮まで15分
蒲田医療 羽田まで20分

ワークライフバランス



（原則）
○８：30～17：15（７時間45分・休憩60分）
※病院によって始業・終業・休憩時刻は異なります。

○４週８休制 週休２日相当
（所属病院により土日勤務・日当直あり）

○祝日（勤務した場合は原則として代休有り）

○年次休暇（最大で年間40日）
○病気休暇
○特別休暇

（結婚休暇、産前・産後休暇、保育時間、子どもの看護
休暇、夏期休暇、忌引き休暇、ボランティア休暇など）

そのほか、介護をする場合の休業・休職制度などがあります。

勤務時間・休暇



子育て支援制度

育児休業
子供が３歳になるまでの間、育児休業の取得が可能です。
給与は無給ですが、健保組合に継続加入でき、保険料は免除され、
子が１歳となる日までの間、雇用保険から給付金が支給されます。

（支給額は休業開始時賃金日額×30日×50％）

育児短時間勤務等
育児のため、子どもが３歳になるまでの間、 「短時間勤務」

（週19時間25分～24時間35分の範囲で勤務日・勤務時間を選択）
が可能です。
※例：月～金曜日 ４時間勤務×５日＝20時間

また、「育児時間」（１日につき２時間以内）の制度も利用
できます。
もちろん、給与・賞与は勤務時間に応じて支給され、健康保険
も継続加入できます。



早出・遅出などの多様な勤務体制により週38時間45分
の範囲の中で「柔軟な勤務時間」を選べます。

院内保育所をもっている病院もあります。

家族が転勤、親の介護で実家に戻りたい…そんなときも、
全国57病院のネットワークで異動（転勤）の希望も可能
です。



・JCHO給与規程により支給
・経験を加味した『基本給』＋『各種手当』
・年１回昇給

給与

賞与 ・賞与（ボーナス）は年間最大4.4ヶ月分（毎年６月と12月に支給）
・個人の業績を賞与に反映
・経営成績が良い病院職員には【年度末賞与】も！（最大１ヶ月分）

手当 ・地域手当・住居手当・通勤手当などの生活給手当や
・特殊業務手当・夜間看護等手当・超過勤務手当などの
業務によって支給される手当があります。

給与・賞与（ボーナス）



給与

基本給 薬剤師 大学卒（６年） 207,800円

諸手当

通勤手当（月額最高55,000円までの範囲で全額支給）
住居手当（月額最高27,000円まで）
扶養手当（配偶者13,000円、子・父母は1人につき6,500円など）
地域手当（基本給、扶養手当、役職手当に加算、

最大で基本給の18％）
寒冷地手当（要件により7,360円～26,380円）
超過勤務手当（１時間につき125％ ～）

給与＝基本給＋諸手当



学歴 基本給+諸手当

大学卒（６年） 約307,000円

その他、扶養手当、通勤手当、超過勤務などがあります。
昇給は年１回・賞与は年2回（６月と１２月）

上記は、
東京都23区内勤務（地域手当18％）
アパートを借り（家賃55,000円：住居手当27,000円）
月４回程度の夜勤をした場合のモデルです。

成績の良い病院は、さらに年度末賞与（３月）も！

給与の支払いモデル その１



学歴 基本給+諸手当

大学卒（６年） 約257,000円

その他、扶養手当・超過勤務手当・寒冷地手当（秋田病院）
などがあります。

上記は、
仙台市内勤務（地域手当６％）
アパートを借り（家賃55,000円：住居手当27,000円）
病院まで５kmを車通勤（通勤手当4,200円）
月３回程度の待機（救急呼出待機手当6,000円）
をした場合のモデルです。

給与の支払いモデル その２



Step1
登録選考試験実施
例年８月～10月実施予定

Step2

Step3

試験合格者の成績順に採用候補者名簿を作成
合格者には「合格通知」を送付
例年10月～11月にかけて

名簿の上位者から順に採用病院を決定
採用決定者には「内定通知」を送付
例年12月中旬～順次発送（翌４月採用者の場合）

一括採用（登録選考）とは



平成31年４月１日 採用者むけ

Step1

登録選考試験
書類選考、筆記試験、面接試験
８月19日（日）関東会場 応募締切：８月10日（金）
８月26日（日）東北会場 応募締切：８月10日（金）
※関東・東北で採用枠を振り分けているわけではありません。

Step2

Step3

合格（名簿登録）通知 発送 ※この段階では勤務先は未定
９月下旬予定

内定通知 発送 → 勤務先病院決定
10月以降順次

今年度のスケジュール

追加募集を行う場合は、ホームページに掲載いたします。



ホームページでご案内します。

※現在は平成30年４月１日 採用者むけ登録選考
について掲載しています。

今年度のスケジュール

http://www.jcho.go.jp/chikuhigashi/

http://www.jcho.go.jp/chikuhigashi/


JCHO東日本地区事務所 医療課 まで

〒108-0074
東京都港区高輪3-22-12 
☎ 03-3445-0801

iryou@chikuhigashi.jcho.go.jp

お問い合わせは
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